
協同組合静岡流通センター 

新たな仕組み成長産業を取り入れた障がい者と高齢者雇用 
～交流の拡大、移住・定住者の拡大を目指し～ 

 

1. 体験型観光の活用事例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○看板の写真にスマートフォンやタブレットをかざすことにより、生き物や歴史、隣接する施設等の最新の情報

を動画で見ることができる。 

○利用者の体力に合わせたコースを設定し、季節ごとに見られる観察ポイントを示し、患者さんの心や体のケア

に役立てる。 

○スマートフォン、タブレットで見ることができる動画は、静岡北支援学校や中央支援学校の生徒が大学生など

と連携しガイド動画を撮影、製作する。 

○遊水地内にも案内ポイントを設置し、各ポイントでも情報を入手できるようにする。また、Wi-Fi ポイントを

設置し快適なアクセス環境も整備する。 

■案内看板（案） 

 

○パーソナルモビリティなどを活用し、障がい者や高齢者、生徒、流通センター、病院、自然再生協議会など連

携を図り流通センター麻機遊水地フィールドとした観光案内、自然観察、物品販売、商業的イベント等の実施。 

＜活用メリット＞ 

 ・市民からも注目され、利用者増加に伴い地域活性化が図れる。 

  ⇒地域が活性化すれば、高齢者、障がい者雇用も増加する。（カフェ、物品販売等の高齢者、障がい者雇用） 

 ・パーソナルモビリティを利用すれば、高齢者、障がい者の方でも観光や観光案内ができる。 

 ⇒企業も高齢者、障がい者と連携を図ることでイメージアップ、ＰＲにつながる。また、高齢者、障がい

者の方の生きがいにもなる。 

・病院患者さんも観光する事ができる。 

 ⇒病院関係者も患者さんが体験観光に参加することの効果についての研究ができる。また、高齢者、障が

い者の方も気軽に自然との触れ合いができる。 

■いきいきわくわく観光（障がい者や高齢者の雇用、地域や学校と連携した観光案内） 

麻機遊水地第 3工区 

・自然観察フィールド 

自然観察・観光 

カフェ・ショッピング 

静岡流通センター 

・カフェ、ショッピング利用 

病院、支援学校 

■遊水地ガイド 

旅行会社と連携し観光客や旅行者を遊水地に誘致し、支援学校の生徒や障

がい者の方が、遊水地の自然、歴史、活動などをガイドシステムで紹介しな

がら病院患者さんや生徒の父兄、市民、観光客等を案内します。 

資料 10 

■案内看板 

スポーツ 

■横浜で WHILL㈱が、全国初「免許不要」のパーソナルモビリティ シェアリングサービスの実証実験を実施  

WHILL 株式会社は株式会社 NTT ドコモが展開するパーソナルモビリティシェアリングサービス「WHILL シェアソリューション」 

を利用した実証実験を神奈川県横浜市みなとみらい地区近辺にて 2015 年 8 月 5 日～8 月 9 日の 5 日間にわたり行います。市街で 

の歩道走行可能なパーソナルモビリティのシェアリングサービス実施は全国初の試みです。本サービスは商業施設や観光スポットの 

中距離移動手段（1km～2km）としての活用を主用途とし、実験では利用状況や利用者の声をもとにサービスの有効性を検証します。

サービスは希望される 18 歳以上の方はどなたでも周辺地域の移動・観光用途に WHILL Model A を利用でき、料金は無料です。 

 

ガイドシステム 

WHILL 


